
山中たい子県議に聞く
　

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を

守
る
支
援
策
が
あ
り
ま
せ

ん
。
物
価
対
策
の
決
め
手
、

消
費
税
減
税
の
実
現
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
あ
る
居
酒
屋
さ

ん
は
、「
客
足
が
戻
っ
て
こ

な
い
、
物
価
が
上
が
っ
て
も

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
。
コ

ロ
ナ
の
時
は
協
力
金
が
あ
っ

た
が
、
今
は
何
に
も
な
い
」

と
切
実
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
余
、
対

策
の
強
化
を
求
め
て
知
事
要

請
を
15
回
行
い
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
数
を
１
日
あ
た
り
１
万
１

０
０
０
件
ま
で
拡
大
さ
せ
ま

し
た
。

　

今
ま
た
コ
ロ
ナ
が
急
拡
大

し
て
い
ま
す
。
陽
性
者
が
多

　

駅
周
辺
地
域
と
公
務
員
宿

舎
跡
地
の
再
開
発
で
戸
建
て

住
宅
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち

並
び
、
子
育
て
世
代
が
急
増
。

つ
く
ば
市
は
小
中
学
校
の
建

設
を
急
い
で
い
ま
す
。

　

働
く
マ
マ
・
パ
パ
を
支
え

る
保
育
所
の
需
要
が
増
大
し

て
い
る
と
き
、
つ
く
ば
市
は
、

23
公
立
保
育
所
の
う
ち
８
カ

所
（
定
員
５
６
５
人
）
の
廃

止
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
公

募
に
応
じ
た
民
間
事
業
者
を

参
入
さ
せ
る
方
針
で
す
。
耐

　

自
民
党
は
６
月
県
議
会

で
、「
緊
急
事
態
条
項
を
含

む
憲
法
改
正
を
求
め
る
意
見

書
」
を
数
の
力
で
押
し
通
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
や
災
害
の

対
応
に
従
来
の
法
体
系
で
は

限
界
が
あ
る
と
の
理
由
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
で
一
番
疲
弊
し

た
保
健
所
を
削
減
し
た
の
は
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こ
と
し
12
月
の
茨
城
県
議
選
で
つ
く
ば
市
（
定
数
５
）

で
５
期
目
を
め
ざ
す
山
中
た
い
子
県
議
に
今
期
、
取
り
組

ん
で
き
た
論
戦
や
活
動
を
聞
き
ま
し
た
。

く
な
れ
ば
、
医
療
の
ひ
っ
迫

に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
要
な

の
は
、
検
査
数
を
増
や
し
て

早
期
発
見
と
保
護
を
行
い
、

陽
性
者
数
の
増
加
を
で
き
る

限
り
抑
制
し
て
コ
ロ
ナ
患
者

も
そ
れ
以
外
の
患
者
も
、
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
、
保
健

所
の
体
制
強
化
を
は
か
る
こ

と
で
す
。

震
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と

を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、

保
育
所
建
て
替
え
を
長
年
放

置
し
て
き
た
市
の
責
任
は
重

大
で
す
。
６
月
市
議
会
で
、

マ
マ
や
保
育
士
、
心
理
士
な

ど
が
呼
び
か
け
た
、
公
立
保

育
所
の
廃
止
見
直
し
と
新
設

を
求
め
る
２
千
人
余
の
請
願

署
名
が
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
一
歩
前
進
で
す
。

　

県
立
高
校
も
不
足
し
て
い

ま
す
。
昨
年
３
月
に
市
内
中

学
校
卒
業
者
の
う
ち
、
市
内

の
県
立
高
校
に
入
学
で
き
た

の
は
６
人
に
１
人
で
す
。
私

は
そ
の
実
態
を
示
し
て
、
３

月
議
会
・
６
月
議
会
で
交
通

利
便
性
の
良
い
場
所
に
県
立

普
通
科
高
校
の
新
設
を
具
体

化
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
で
８
万
人

の
人
口
増
を
見
込
み
な
が
ら
、

高
校
を
新
設
せ
ず
、
逆
に
市

内
の
全
日
制
県
立
高
校
を
６

校
か
ら
３
校
に
減
ら
し
た
県

に
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
運
動
が
広
が
り
オ
ー

ル
つ
く
ば
の
運
動
展
開
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月

市
議
会
に
提
出
し
た
請
願
は

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
知

事
と
教
育
長
に
意
見
書
が
あ

自
民
党
・
国
民
民
主
党
・
公

明
党
で
す
。
県
内
の
保
健
所

は
半
減
さ
れ
９
カ
所
で
す
。

緊
急
事
態
条
項
は
帝
国
憲
法

の
下
で
乱
用
さ
れ
、
政
府
に

全
て
の
権
限
を
集
中
し
て
侵

略
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
、
そ

の
反
省
か
ら
、
現
憲
法
に
盛

り
込
ん
で
は
な
ら
な
い―

―
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切実な願いを力にして

歴
史
の
教
訓
で
す
。

　

自
民
党
は
、「
選
挙
後
で
き

る
だ
け
早
く
改
憲
発
議
を
し

た
い
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

憲
法
９
条
は
再
び
戦
争
し
な

い
、
戦
力
は
持
た
な
い
、
紛

争
は
話
し
合
い
で
解
決
す
る

と
謳
っ
て
い
ま
す
。
力
対
力

で
平
和
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。

子
や
孫
の
世
代
に
憲
法
９
条

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
の
が

大
人
の
責
任
で
す
。

　

県
民
の
願
い
は
「
県
政
世
論

調
査
」
で
地
域
医
療
・
福
祉
の

充
実
や
子
育
て
支
援
な
ど
で

す
。
県
の
財
政
力
は
全
国
８
位

で
す
が
、
民
生
費
や
老
人
福
祉

費
・
児
童
福
祉
費
等
は
全
国
最

下
位
ク
ラ
ス
で
す
。

　

山
中
県
議
は
、
つ
く
ば
市

内
に
県
立
高
校
が
不
足
し
、

中
学
卒
業
者
が
市
内
の
高
校

に
進
学
で
き
な
い
問
題
を
取

り
上
げ
、「
高
校
の
新
設
を

具
体
化
す
べ
き
だ
」
と
迫
っ

て
き
ま
し
た
。

　

山
中
県
議
は
、
昨
年
３
月

に
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し

た
生
徒
の
う
ち
、
市
内
の
県

物
価
高
と
コ
ロ
ナ
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

子
育
て
世
代
の
願
い
力
合
わ
せ
実
現

改
憲
ス
ト
ッ
プ
、憲
法
が
生
き
る
県
政
へ

県
立
洞
峰
公
園

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

住
民
参
加
が
基
本

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。
こ
の

背
景
に
は
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
で

８
万
人
の
人
口
増
を
見
込
み

な
が
ら
、
高
校
を
新
設
し
な

い
ば
か
り
か
、
市
内
の
全
日

制
県
立
高
校
を
半
分
に
減
ら

し
た
県
に
責
任
が
あ
る
と
述

べ
、「
卒
業
者
が
市
内
で
進

学
で
き
る
よ
う
高
校
の
増
設

が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
」
と

強
調
し
ま
し
た
。（
22
年
３

月
・
６
月
議
会
）

げ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
く
ば
市

長
も
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
運
動
と
力
を
合
わ
せ

て
実
現
し
ま
す
。

　

一
方
、
知
事
は
50
億
円
も
の

補
助
金
で
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
過
去
の
土
地
開
発

の
失
敗
の
穴
埋
め
に
県
民
の
税

金
を
２
６
０
０
億
円
も
投
入
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
歪
み
を
批

判
し
て
い
る
の
は
共
産
党
県
議

　

民
間
資
金
を
活
用
す
る

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
住
民

説
明
会
が
行
わ
れ
、ア
ン
ケ
ー

ト
も
８
月
末
ま
で
実
施
中
で

す
。
県
は
、
野
球
場
跡
地
に

事
業
者
が
整
備
す
る
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
施
設
等
の
収
益
で
指

定
管
理
料
を
年
間
６
千
万
円

削
減
で
き
、そ
の
経
費
を
プ
ー

暮
ら
し
・
福
祉
が
一
番

東
海
第
２
原
発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
！

12月県議選
５期目めざす

〈２面〉

日
本
共
産
党

県
議
団
の
実
績

〈県議選特集〉

ル
や
体
育
館
等
の
大
規
模
修

繕
に
充
て
ら
れ
る
と
説
明
。

こ
れ
に
対
し
、
五
十
嵐
市
長

は
公
園
の
現
状
維
持
を
求
め
、

住
民
参
加
を
求
め
る
署
名
等

も
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
６
月
議
会
で
、
自
治

体
の
担
い
手
で
あ
る
住
民
の

声
を
全
く
聞
か
ず
に
事
業
を

計
画
し
て
い
る
と
指
摘
。
知

事
は
、「
広
く
県
民
や
利
用

者
か
ら
意
見
を
聞
き
対
応
す

る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

団
だ
け
で
す
。
税
金
の
使
い
方

を
県
民
本
位
に
正
し
ま
す
。

　

私
の
故
郷
福
島
で
起
き
た
11

年
前
の
原
発
事
故
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
直
後
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
で
南
相
馬
市

を
訪
れ
、
２
つ
に
折
れ
曲
が
っ

た
鉄
塔
を
見
た
こ
と
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
今
で
も
故
郷

に
帰
れ
な
い
人
が
大
勢
い
ま

す
。
福
島
の
苦
し
み
を
再
び
繰

り
返
さ
な
い
。
古
く
て
危
険
な

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
ス

ト
ッ
プ
、
原
発
ゼ
ロ
へ
力
を
合

わ
せ
ま
す
。
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佐野  太一

江尻  かな

つくば市（定数５）

取手市（定数２）

水戸市・城里町（定数６）

20２２年８月７日 　　　　　　　（２）

医
療
・
高
齢
者
施
設

で
定
期
検
査

コ
ロ
ナ
対
策―

（
１
・
２
次
）

大
型
開
発
の
ム
ダ
づ
か
い
追
及

再
稼
働
の
危
険
を
明
ら
か
に

議
席
増
め
ざ
す

目
的
が
破
た
ん
し
て
も

止
ま
ら
な
い

破
た
ん
処
理
へ

税
金
投
入

10
㌔
圏
内
の
地
震
は

全
国
最
多

具
体
的
事
実
示
し

避
難
計
画
を
追
及

県
民
投
票
実
施
を
要
求

12
月
県
議
選

日
本
共
産
党

予
定
候
補

　

党
県
議
団
は
気
象
庁
デ
ー

タ
な
ど
を
も
と
に
東
海
第
２

原
発
の
10
キ
ロ
圏
内
で
４
年

間
に
１
２
５
回
の
地
震
が
あ

り
、
全
国
の
原
発
の
中
で
最

多
に
の
ぼ
る
こ
と
を
独
自
調

査
で
告
発
（
19
年
９
月
議
会
）。

さ
ら
に
原
発
直
下
の
地
震
が

４
回
あ
り
、「
東
海
第
２
原
発

の
下
に
断
層
が
あ
る
の
は
明
ら

か
。
活
断
層
で
あ
れ
ば
稼
働
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
追
及
し
ま

し
た
（
20
年
３
月
議
会
）。

　

党
県
議
団
は
避
難
計
画
の
問

題
点
を
調
査
・
追
及
し
て
き
ま

し
た
。
一
人
当
た
り
２
㎡
と
い

う
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
避
難

所
の
実
態
を
図
で
示
し
告
発
し

　

過
大
な
水
計
画
で
す
す
め

て
い
る
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
。

35
年
経
っ
て
も
進
捗
率
は
４

割
で
す
。
党
県
議
団
は
、
完

成
す
れ
ば
対
象
市
町
村
に
現

在
の
５
倍
も
給
水
さ
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
と

追
及
し
中
止
を
求
め
ま
し
た

（
19
年
９
月
議
会
）。

　

常
陸
那
珂
港
区
建
設
は
１

９
８
９
年
着
工
か
ら
33
年
、

総
事
業
費
６
８
０
０
億
円
の

う
ち
３
６
７
３
億
円
が
投
入

　
「
県
民
投
票
条
例
案
」
が
約

９
万
人
の
署
名
を
添
え
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団
は
県

民
投
票
の
実
施
を
主
張
し
ま
し

た
が
、
自
民
、
公
明
、
国
民
民

主
系
会
派
が
反
対
し
実
現
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
20
年
６

月
議
会
）。

コ
ロ
ナ
対
策
を
申
し
入
れ
る
山
中
、

江
尻
両
県
議
（
21
年
５
月
）

　

集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が
高

い
医
療
機
関
や
介
護
施
設
で

働
く
人
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

大
井
川
知
事
は
「
医
療
・
高

齢
者
施
設
を
対
象
に
定
期
検

査
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

表
明
。
検
査
体
制
は
「
民
間

検
査
機
関
と
調
整
を
進
め
る
」

と
答
弁
し
実
現
し
ま
し
た

（
20
年
９
月
議
会
）。

　

さ
ら
に
今
年
に
入
っ
て
集

団
感
染
が
相
次
い
で
い
る
保

育
園
や
学
校
な
ど
で
の
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
提
起
。

検
査
キ
ッ
ト
の
事
前
配
布
な

　

今
年
１
月
か
ら
３
月
に
コ

ロ
ナ
危
機
で
減
収
し
た
事
業

者
に
県
独
自
の
一
時
金
支
給

が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

当
初
予
算
に
は
計
上
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
党
県
議
団

は
３
月
議
会
で
「
飲
食
店
へ

の
協
力
金
と
セ
ッ
ト
で
実
施

す
べ
き
」
と
強
く
求
め
ま
し

た
。
知
事
は
「
県
内
事
業
者

の
影
響
や
本
県
の
財
政
状
況

を
総
合
し
て
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
４
月
に

入
っ
て
県
は
「
他
業
種
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
」
と

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
長

年
の
県
民
運
動
で
拡
充
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
外
来
は
４
月

か
ら
市
町
村
の
努
力
も
あ
り

高
校
３
年
ま
で
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
党
県
議
団
は
、
県
の

外
来
助
成
を
現
在
の
小
学
６

　

国
保
税
が
高
い
要
因
に
子

ど
も
に
も
課
せ
ら
れ
る
「
均

等
割
」
が
あ
り
ま
す
。
党
県

　

党
県
議
団
は
、
虐
待
相
談

増
加
の
実
態
を
示
し
、
国
の

指
針
か
ら
み
て
も
児
童
相
談

所
や
一
時
保
護
所
の
増
設
は

必
要
と
訴
え
、
専
門
職
員
の

増
員
と
と
も
に
迫
っ
て
き
ま

し
た
（
19
年
３
月
議
会
）。
県

は
20
年
度
か
ら
分
室
２
カ
所
を

格
上
げ
し
、
児
童
相
談
所
を
県

内
５
カ
所
に
、
児
童
福
祉
司
な

ど
の
職
員
も
21
年
度
に
16
名
、

22
年
度
に
15
名
増
員
し
ま
し

た
。
一
時
保
護
所
は
水
戸
の
１

カ
所
の
ま
ま
で
今
後
、
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
原
特
別
支
援
学
校
に
高

等
部
が
設
置
さ
れ
今
年
４
月

か
ら
開
校
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校（
23
校
）は
、

児
童
生
徒
数
の
増
加
に
見
合

う
新
増
設
が
す
す
ん
で
い
ま

せ
ん
。
党
県
議
団
は
、
教
室
・

教
員
不
足
、
過
密
化
の
早
期

解
消
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
つ
く
ば
特
別
支
援
学
校

（新）

（現）

（現）

減
収
の
事
業
者
へ

一
時
金
支
給

子
ど
も
の
国
保
税

軽
減
を
検
討

内
原
特
別
支
援
学
校

に
高
等
部

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

財
政
支
援

児
童
相
談
所
増
設

福
祉
司
な
ど
増
員

ど
検
査
体
制
の
拡
充
を
求
め

て
い
ま
す
。

し
て
事
業
者
支
援
一
時
金
の

支
給
が
決
ま
り
ま
し
た
。

は
、
敷
地
内
の
増
築
で
は
な

く
、
県
南
地
域
へ
の
新
校
設

置
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
補

さ
れ
ま
し
た
。
中
央
ふ
頭
は

北
ふ
頭
に
立
地
す
る
石
炭
火

発
の
石
炭
灰
を
埋
め
立
て
て

つ
く
る
計
画
で
す
。Ｃ
Ｏ
２
を

大
量
に
排
出
す
る
石
炭
火
発

を
前
提
に
し
た
港
湾
建
設
で
、

党
県
議
団
は
計
画
の
見
直
し
・

中
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
借
金
返
済
に
こ
れ

ま
で
２
６
０
０
億
円
の
税
金

を
投
入
し
て
き
ま
し
た
。
党

県
議
団
は
、
反
省
の
な
い
ま

ま
開
発
優
先
を
す
す
め
る
県

政
を
批
判
し
て
き
ま
し
た
。

ま
し
た
（
21
年
６
月
議
会
）。
30

キ
ロ
圏
内
の
医
療
・
福
祉
施
設

の
避
難
計
画
に
つ
い
て
知
事
は

党
県
議
団
の
質
問
に
「
全
て
の

医
療
機
関
、
福
祉
施
設
で
避
難

計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
」
と
明
言
、
再
稼
働
の
歯
止

め
に
も
な
る
重
要
な
答
弁
を
引

き
出
し
ま
し
た
（
21
年
10
月
議

会
）。
党
県
議
団
は
、「
廃
炉
に

し
て
核
燃
料
を
適
正
に
保
管
す

れ
ば
避
難
計
画
は
必
要
な
い
」

子
ど
も
医
療
費
助
成
、

少
人
数
学
級
が
前
進

年
か
ら
高
校
３
年
ま
で
引
き

上
げ
、
所
得
制
限
や
自
己
負

担
も
な
い
完
全
無
料
化
に
あ

と
23
億
円
で
で
き
る
と
提
起

し
拡
充
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

国
は
小
学
校
の
学
級
編
成
を

５
年
間
か
け
て
35
人
に
引
き
下

げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
党

県
議
団
は
、
小
中
学
校
と
と
も

に
高
校
で
も
30
人
学
級
へ
の
移

行
を
求
め
て
い
ま
す
。

東
海

第
２
原
発

　日本共産党茨城県議団（山中たい子、江尻かな両県議）は、発言機会
をフルに活用し、さまざまな実績を上げてきました。一部を紹介します。

議
団
は
「
子
育
て
支
援
に
逆

行
す
る
」
と
県
に
負
担
軽
減

を
強
く
求
め
ま
し
た
。
知
事

は
「
子
ど
も
の
数
や
多
子
世

帯
へ
の
施
策
を
設
け
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
」
と
表
明
し

ま
し
た
（
21
年
９
月
議
会
）。

　

国
会
で
も
共
産
党
は
子
ど

も
の
「
均
等
割
」
の
廃
止
を

再
三
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
国
は
22
年
度

か
ら
未
就
学
児
に
限
定
し
て

保
険
料
を
半
額
に
し
た
場
合
、

公
費
負
担
と
し
ま
し
た
。

助
が
21
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
党
県
議
団
が
学
校
以
外
の

学
び
の
場
や
居
場
所
へ
の
支
援

を
求
め
て
い
た
も
の
で
、
教
育

長
が
「
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
と
の
連
携
が
必
要
」
と
経
済

的
支
援
の
検
討
を
約
束
し
て
い

ま
し
た
（
20
年
12
月
議
会
）。

と
強
調
し
て
い
ま
す
。
水
戸
地

裁
は
21
年
３
月
、
避
難
計
画
の
不

備
を
理
由
に
東
海
第
２
原
発
の
運

転
差
し
止
め
を
命
じ
ま
し
た
。

運動と力合わせ要求実現県民の県民の
〈県議選特集〉


